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環境経営レポート



1.事業概要

□組織の概要

　　（1）　事業所名及び代表者氏名
新　興　建　設　株　式　会　社
代表取締役　河野　貢一郎

　　（2）　所在地
① 〒776-0020

徳島県吉野川市鴨島町西麻植字新田３７番地
TEL　0883-24-2701
FAX　0883-24-2704
ｅ-mail：ｋｋ27@lake.ocn.ne.jp

② 徳島県吉野川市鴨島町西麻植字田渕１５５番地
③ 徳島県吉野川市鴨島町飯尾字藤井谷東１４５０番１

　　（3）環境管理責任者　　
環境管理責任者
担　　　当　　　者
事　　　務　　　局

　　(4)事業内容
① 特定建設業（許可番号　徳島県知事許可（特-01）第1608号）

許可年月日　令和2年3月18日　・　許可有効年月日　令和7年3月17日
１．土木工事業 ２．とび・土工工事業 3.舗装工事業
４．しゅんせつ工事業 ５．水道施設工事業 6.　解体工事業
7.　石工事業 8.　塗装工事業 9.　鋼構造物工事業

② 産業廃棄物収集運搬業許可（許可番号　徳島県知事　第3600026588）
許可年月日　令和元年12月17日　・　許可有効年月日　令和　6年12月13日

産業廃棄物の種類：　燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず
ゴムくず、金属くず、ガラスくず、がれき類
コンクリートくず及び陶磁器くず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものは除く。）

(以上10種類、特別管理産業廃棄物、自動車等破砕物、水銀使用製品産業廃棄物

及び水銀含有ばいじん等であるものを除き、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。）

　　（5）事業の規模

1台 ３台

2台 2台 １台 2台

　　　（7）資本金 4，000万円
　　　（8）自社産業廃棄物排出量　　　
　　　（9）受託産業廃棄物収集運搬量　　　 （建設汚泥）

□認証・登録の対象範囲
登録組織名　 新興建設株式会社
関連事業所 資材置場　１　と　２
対象外 なし
活動 土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業

水道施設工事業、解体工事業、産業廃棄物収集運搬業

1385.81ｔ
7275.68ｔ

4年度

15

573

6ｔダンプ 10ｔダンプ

土木部
土木部
事　務

事 業 所 名
代 表 者 名

本 社

資材置場１
資材置場２

規　模 単　位 2年度 3年度

従業員 人 19 17

売上高 百万円 928 655

資材置場延べ面積 ㎡ 710.23 710.23 710.23

本社床面積 ㎡ 107 107 107

（6）設立年月日 昭和26年12月5日

清掃車両 4ｔバキューム 10ｔバキューム

収集運搬車両 2ｔダンプ 4ｔダンプ
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環境理念と行動方針

新興建設㈱は、地球環境の保全を考える上で、「まず自ら行動を起こし」環境保護の大切さを再認識し、

地球環境保護に寄与することを目標とし、事業活動を通して、環境負荷を低減するために、

下記の方針に基づき、地球環境保護と売上向上の相乗的な調和を目指しながら

環境経営の継続的改善に努めます。

１．当社の事業活動に関わる環境影響を常に認識し、自主的・積極的に環境への取組と

    継続的な環境負荷の削減を図ります。

    ２．当社の事業活動に、関わる環境関連の法令(徳島県条例、吉野川市条例)及び

　　　　その他要求事項を遵守します。

  　３．当社の事業活動に関わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。

①二酸化酸素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物の削減及びリサイクルの推進

④産廃収集運搬における環境配慮

⑤清掃活動を通じて地域貢献の推進

⑥整理・整頓に努め無駄をなくし諸経費削減                 

   ４．一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、

      この環境経営方針を全従業員に周知するとともに、活動参加に対し会社は全面的に協力をする。

上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し環境経営システムを推進します。

制定日　平成23年　4月　1日　　
改定日　平成24年　4月　1日　　
改定日　平成26年　4月　1日　　
改定日　平成29年　4月　1日　　
改定日　令和　2年　4月　1日

新　興　建　設　株　式　会　社

　 代表取締役   　　河野　貢一郎  

環　境　経　営　方　針
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環境管理責任者

事務局

建設現場及び
産業廃棄物
収集運搬

全従業員
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営・環境経営実施計画書原案の作成
・環境経営実施計画の実績集計

・課題とチャンスの明確化

・環境経営レポートの発行

・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門における環境経営システムの実施

・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営システムを構築し、実施し、管理
・法規制等の要求事項登録簿を承認
・環境経営実施計画書を承認
・環境経営の取組結果を代表者へ報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・「環境関連法規等の遵守状況の確認」の作成

・環境経営目標の設定を承認

環境管理責任者

  事   務   所 土 木 部

     社      員 社     員

役割・責任・権限
社長 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

代表者（社長）

環境経営システム組織図

事 務 局
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2020年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

基準値 目標 目標 目標 目標 目標

kWh／年 6,860 6,723 6,723 6,723 6,723 6,723

㎏-CO2/年 3,622 3,550 3,550 3,550 3,550 3,550

kWh／年 4,318 4,232 4,188 4,145 4,102 4,059

㎏-CO2/年 2,280 2,234 2,212 2,189 2,166 2,143

L／年 2,000 1,960 1,960 1,960 1,960 1,960

㎏-CO2/年 4,640 4,547 4,547 4,547 4,547 4,547

L／年 652 639 639 639 639 639

㎏-CO2/年 1,623 1,591 1,591 1,591 1,591 1,591

L／年 16,650 16,317 16,151 15,984 15,818 15,651

㎏-CO2/年 38,628 37,855 37,469 37,083 36,697 36,310

L／年 191 187 185 183 181 180

㎏-CO2/年 476 466 461 457 452 447

L／年 18,850 18,473 18,285 18,096 17,908 17,719

㎏-CO2/年 48,633 47,660 47,174 46,688 46,201 45,715

事務所 9,886 9,688 9,688 9,688 9,688 9,688

現場 90,016 88,216 87,316 86,416 85,516 84,616

売上原単位 現場 ㎏-CO2/100万円 97 95 94 93 92 91

事務所 ｍ3/年 218 214 214 214 214 214

現場 ｍ3/年 545 534 529 523 518 512

一般廃棄物 t/年 0.476 0.466 0.466 0.466 0.466 0.466

リサイクル率

（産業廃棄物）

※ 購入電力の排出係数（四国電力）0.528（kg-CO2/kwh）を使用する。
※ リサイクルの基準値は2012年度の数値とする。
※ 2020年度の基準値より毎年1％削減した数値を使用
※ 事務所はほぼ変動がないので、目標値は2022年度目標を維持する。
※ 化学物資の使用なしの為目標値はなし
※ 売上原単位に使用する2020年度の売上高は、928百万円。

1

6

99.7

5

99.6

5

1

6

99.5

5

99.4

6

5

99.3

66

1 1

5

1

環境経営目標値

項目 場所 詳細 単位

電力

事務所

現場

CO２総排出量 ㎏-CO2

％/年 99.1

水道

燃料

事務所

ガソリン

灯油

現場

ガソリン

灯油

軽油

環境配慮機材使用 5

地域貢献活動 回/年 6

低公害車両購入 台 1
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達成率

％

kWh／年

㎏-CO2/年

kWh／年

㎏-CO2/年

L／年

㎏-CO2/年

L／年

㎏-CO2/年

L／年

㎏-CO2/年

L／年

㎏-CO2/年

L／年

㎏-CO2/年

事務所 99% 〇

現場 137% ◎

売上原単位 現場 ㎏-CO2/100万円 84% △

事務所 ｍ3/年 111%

現場 ｍ3/年 106%

一般廃棄物 事務所 t/年 107% ◎

リサイクル率 ％/年 100% 〇

（産業廃棄物） 数量（ｔ）

※ 購入電力の排出係数（四国電力）0.528（kg-CO2/kwh）を使用する。
※ 売上原単位に使用する2022年度の売上高は、573百万円。
※ 達成率・評価 120％以上 ◎

100～120％ 〇
80～100％ △
80％以下 ×

◎
37,856

環境経営目標とその実績

項目 場所 詳細 単位
2022年度 2022年度

評価
目標 実績値

事務所
6,723 6,746

100% 〇

電力

△
4,547

灯油
639 633

101% 〇
1,591 1,576

3,550 3,562

現場
4,232 5,933

71% ×
2,234 3,133

97%
4,679

水道
214 192.00

〇
534 504.00

47,660 35,423

CO２総排出量 ㎏-CO2
9,688 9,817

88,216 64,598

現場

ガソリン
16,317 11,095

147%燃料

事務所

ガソリン
1,960 2,017

25,741

0.466 0.435

現場

95 113

軽油
18,473

99.3 100.0

1,385.81―

13,730
135% ◎

灯油
187 121

155% ◎
466 301

環境配慮機材使用 現場 全工事 5 5 100% 〇

地域貢献活動 回/年 6 6 100% 〇

低公害車両購入 台 1 1 100% 〇
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上半期 下半期
①電力使用量の削減

・ 室内設定温度の徹底（夏28℃・冬２２℃） △ △ 感染予防の換気対策として、設定温度が上下した。

・ 休憩時間の消灯の励行。節電マークの貼付 〇 〇 出来ていた

・ 空調設備、窓の年2回の清掃 〇 〇 出来ていた

・ ウォームビズ・クールビズに努める 〇 〇 出来ていた

②燃料使用量の削減

・ エコ運転を実施する 〇 〇 出来ていた

③水道使用量の削減

・ こまめに蛇口をしめ、流しっ放しにしない。 〇 〇 出来ていた

④一般廃棄物排出量の削減

・ ゴミ箱設置し、分別を徹底し、リサイクルする。 〇 〇 出来ていた

・ コピー用紙の裏紙を使用する 〇 〇 出来ていた

・ スキャナー活用の推進 〇 〇 出来ていた

・ 電子メール活用の推進 〇 〇 出来ていた

・ 地区小学校の廃品回収事業に協力する。 〇 〇 出来ていた

⑤グリーン調達の推進

・ 事務用品のグリーン調達を推進する 〇 〇 出来ていた

⑥環境型社会へ資源の有効利用と地域貢献活動

・ 分別を的確にし、資源の有効活用する 〇 〇 出来ていた

・ アドプト及び地域の清掃活動に積極的に参加する。 〇 〇 出来ていた
注：達成状況　　○出来ている　△もう少し努力を　×出来ていない

上半期 下半期
①電力使用量の削減

・ 室内設定温度の徹底（夏28℃・冬２２℃） 〇 〇 出来ていた

・ 休憩時間の消灯の励行。節電マークの貼付 〇 〇 出来ていた

②燃料使用量の削減

・ 工事車両のアイドリングストップの徹底を行う。 〇 〇 出来ていた

・ 建設機械、工事用車両の点検整備を励行する。 〇 〇 出来ていた

・ 建設機械の運転席から離脱する時のエンジン停止を励行する。 〇 〇 出来ていた

・ 急加速・急停車の防止 〇 〇 出来ていた

・ エコドライブの励行 〇 〇 出来ていた

・ ICTの活用 × 〇 概ね出来ていた

・ 現場へ乗合せ乗車 × × コロナ感染予防対策で別車両にて現場に向かった為

③水道使用量の削減

・ こまめに蛇口をしめ、流しっ放しにしない。 〇 〇 出来ていた

・ 工事車輌の洗車ホースに洗車ノズルの取り付けを行う。 〇 〇 出来ていた

④産業廃棄物のリサイクルの推進

・ 作業時における資機材ロスをなくす。 〇 〇 出来ていた

・ 建設副産物の分別を工夫し再資源化を目指す。 〇 〇 出来ていた

⑤環境に配慮した資機材の使用

・ グリーン購入法特定調達品目該当品を使用する。 〇 〇 出来ていた

・ 環境に考慮し仮設材等の再利用の活用を行う。 〇 〇 出来ていた

⑥環境型社会へ資源の有効利用と地域貢献活動

・ アドプト及び地域の清掃活動に積極的に参加する。 〇 〇 地域の清掃活動が再開した

・ 地域清掃活動に参加 〇 〇 清掃活動も再開した。

・ 受注工事周辺の清掃 〇 〇 街中の現場でも、整理整頓に努め、清掃していた。

⑦産廃収集運搬における環境配慮

・ 運搬車両のエコドライブの徹底 〇 〇 出来ていた

・ 目的地へのルートを考慮する。 〇 〇 出来ていた
注：達成状況　　○出来ている　△もう少し努力を　×出来ていない

スケジュール期間　令和4年４月１日～令和5年３月３１日迄

環境経営実施計画と取組結果とその評価・次年度の取組内容（事務所）

【　環　境　経　営　目　標　】

【環境経営計画】 評価 評　　　　価

環境経営実施計画と取組結果とその評価・次年度の取組内容（現場）

【　環　境　経　営　目　標　】

【環境経営計画】 評価 評　　　　価
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①電力使用量の削減

・ 室内設定温度の徹底（夏28℃・冬２２℃）

・ 休憩時間の消灯の励行。節電マークの貼付

・ 空調設備、窓の年2回の清掃

・ ウォームビズ・クールビズに努める

②燃料使用量の削減

・ エコ運転を実施する 事務所

③水道使用量の削減

・ こまめに蛇口をしめ、流しっ放しにしない。 事務所

④一般廃棄物排出量の削減

・ ゴミ箱設置し、分別を徹底し、リサイクルする。

・ 詰替え可能商品を購入する。

・ コピー用紙の裏紙を使用する

・ スキャナー活用の推進

・ 電子メール活用の推進

・ 地区小学校の廃品回収事業に協力する。

⑤グリーン調達の推進

・ 事務用品のグリーン調達を推進する 事務所

⑥環境型社会へ資源の有効利用と地域貢献活動

・ 分別を的確にし、資源の有効活用する

・ アドプト及び地域の清掃活動に積極的に参加する。

注：達成状況　　○出来ている　△もう少し努力を　×出来ていない

①電力使用量の削減

・ 室内設定温度の徹底（夏28℃・冬２２℃）

・ 休憩時間の消灯の励行。節電マークの貼付

②燃料使用量の削減

・ 工事車両のアイドリングストップの徹底を行う。

・ 建設機械、工事用車両の点検整備を励行する。

・ 建設機械の運転席から離脱する時のエンジン停止を励行する。

・ 急加速・急停車の防止

・ エコドライブの励行

・ ICTの活用

・ 現場へ乗合せ乗車

③水道使用量の削減

・ こまめに蛇口をしめ、流しっ放しにしない。

・ 工事車輌の洗車ホースに洗車ノズルの取り付けを行う。

④産業廃棄物のリサイクルの推進

・ 作業時における資機材ロスをなくす。

・ 建設副産物の分別を工夫し再資源化を目指す。

⑤環境に配慮した資機材の使用

・ グリーン購入法特定調達品目該当品を使用する。

・ 環境に考慮し仮設材等の再利用の活用を行う。

⑥環境型社会へ資機材の有効利用と地域貢献活動

・ アドプト及び地域の清掃活動に積極的に参加する。

・ 地域清掃活動に参加
・ 受注工事周辺の清掃

⑦産廃収集運搬における環境配慮

・ 運搬車両のエコドライブの徹底
・ 目的地へのルートを考慮する。

注：達成状況　　○出来ている　△もう少し努力を　×出来ていない

事務所

事務所

事務所

取組部【環境経営計画】

土木部

土木部

土木部

環境経営実施計画と取組結果とその評価・次年度の取組内容（現場）

【　環　境　経　営　目　標　】

土木部

土木部

土木部

土木部

環境経営実施計画と取組結果とその評価・次年度の取組内容（事務所）

【　環　境　経　営　目　標　】

取組部

スケジュール期間　令和5年４月１日～令和6年３月３１日

【環境経営計画】
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法令データ提供システム　http://law.e-gov.go.jp/

法規確認日　令和５年５月１日

遵守チェック日　令和５年７月1日

遵守

チェック

・適正な委託契約の締結、許可証の確認 (12条4項、令6条の2）

・マニフェストの交付と５年間の保管義務 (12条の3，則8条の26）

・産業廃棄物運搬車両表示と運搬内容記載書面の携帯義務

・マニフェスト交付状況報告義務（県に６月末までに提出）則8条の27

・電子マニフェストの移行推進

・土砂、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、木材等利用

・県知事が地域指定場所においての作業（5条）

・特定建設作業の実施の届出（14条）

　着工７日前までに知事（市町村）に届出、作業敷地境界85ｄｂ以下

　（ただし作業時間、期間の規定あり）

・県知事が地域指定場所においての作業（5条）

・特定建設作業の実施の届出（14条）

　着工７日前までに知事（市町村）に届出、作業敷地境界75ｄｂ以下

　（ただし作業時間、期間の規定あり）

・平成18年10月以降購入機械（17，18条　令2条則16条）

　基準適合機械の使用、点検整備の実施により排出ガス性能の維持、適正燃料の使用

　・国土交通省直轄工事　　　　平成3年より排ガス対策型建設機械使用の原則

・解体・改修・補修工事における、特定粉じん等作業の除去について

　排出等作業結果の記録と作成と保管

・解体前にフロン類機器設置有無の確認、発注者に書面説明と記録3年間保管義務

・第1種特定製品管理者は当該フロン類機器を第1種フロン類の充墳回収業者に引き渡す事

.機器廃棄を委託された場合は「委託確認書」の回付と保管およびフロン類充墳回収業者の

「引き取り証明書」と受理の写しの保存（3年間）

・引き取り業者回収済証明の確認

・簡易点検　3か月に1回以上・定期点検1年に1回（専門業者が点検）・点検と整備の記録

徳島県脱炭素社会の実現に向けた気候変動対策推進条例

　・省エネ等による脱炭素型のビジネススタイルへの転換

　・二酸化炭素排出量の少ない製品の販売及びサービス提供の推進

　※環境関連法規等の遵守状況、訴訟の有無

　　　　環境関連法規への違反はありません。関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

　　　　近隣住民から特に指摘等はなく、訴訟等もありません。

環境関連法規等の遵守状況の確認

法令又は条例 規制事項（概要）

廃棄物処理法 ○

・多量排出事業者として処理計画・実施状況の知事への報告

建設リサイクル法

・解体工事　８０㎡以上（9条3項、令2条1項）

○
　建築物の新築・増築工事　５００㎡以上、建築物の修繕・模様替工事　１億円以上

・土木工事　５００万円以上　分別解体、再資源化の促進（12条1項）

　発注者への書面による計画等説明、工事着工前に県知事に届出（7日前）

○

資源有効利用促進法 ○

騒音規制法 ○

振動規制法 ○

オフロード法

○

大気汚染防止法

フロン排出抑制法 ○
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　　代表者による全体の評価と見直し記録

実施日 令和5年7月1日
実施者 代表取締役　　河野　貢一郎

①二酸化酸素排出量の削減
　今期現場の電力数値は、安全を優勢に考え抑制
  出来なかったが、工事としては優良工事として
　表彰してもらう事が出来た。
②水資源使用量の削減
　現状維持で達成できている。
③廃棄物の削減及びリサイクルの推進
　積極的に推進した。
④産廃収集運搬における環境配慮 ・前回の更新審査時に指摘を受けた緊急時手順書に関して、
　運搬経路や交通量等を考慮し努力が見られた。 　災害時における、詳細事項に変更、速やかに書類変更を指示し
⑤地域貢献で清掃活動の推進 　作成後周知した。
　積極参加し、地域のコミュニケーションに努めた。
⑥整理整頓の推進
　積極的に推進できた。

(環境経営方針)
①二酸化酸素排出量の削減
　削減の遂行に努力する。
②水資源使用量の削減
　削減達成に、努力する。
　尚、削減と感染症対策として、手洗い等を心がけ、
　健康面にも十分気を付ける事。
③廃棄物の削減及びリサイクルの推進
　推進活動を継続する。 ・今年度は、主力工事が市内工事だったので、
④産廃収集運搬における環境配慮 　現場での各燃料の使用量削減によく頑張ったと思います。
　現場別における改善策を考慮する。 　事務所は、ガソリンの使用料は少しオーバーした。
⑤地域貢献で清掃活動の推進 　灯油量に関しては、少し無理をしていたように思います。
 コミュニケーション活動等に積極的に参加する。 ・電力量は、現場電力は仕事内容で住民の安全等で必要不可欠な
⑥整理・整頓に努め経費削減 　為に、数値の抑制できなかったが、無事作業を終えられた。
　常に整理整頓を心がける。　 　今後も仕事内容によっては、優先順位を安全・健康等を重視する

　事があるので、無理ない範囲で、頑張ってください。
以上各項目共に、削減等を全員で協力する。 ・資材・清掃活動・整理整頓に関する項目は、

　各自持ち場でよく頑張ってくれました。
・事務所に関しては、各目標値は予想通り横ばい状態であった。
　今後も無理せずに削減協力してください。

・現場電力以外は達成感があった。 ・ICT対応機械を追加導入し作業効率向上と技術向上で
　元請業者に好印象だった。
・来期もまだコロナ環境で大変と思いますが、
　環境経営目標を元に、工事内容等熟知し、健康に留意して、
　無理のをしない範囲で、努力と協力をお願いします。

（外部からの環境に関する苦情や要望等）
・現環境システムは有効に機能している。

・苦情並びに要望等はありませんでした。
　　　変更の必要性　　　　　　　　　□　有　　■　無

(目標の達成度)
・二酸化炭素排出量の削減に対し、努力が感じた。

（環境関連法規等の遵守状況）

・遵守している。

経営システムの各要素(実施体制の見直しを含む)

代表者による総括

(目標・環境経営計画)の見直し

(令和４年１１月19日更新審査日　書類確認　令和４年１１月２１日）

　　　変更の必要性　　　　　　　　□有　　■無

見直しに必要な情報 代表者による見直しと総括
管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

(取組み状況の評価結果) (環境経営方針)

　　　変更の必要性　　　　　　　　□有　　■　無
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ボランティア活動

令和4年度　　アドプト事業活動

令和4年5月

令和4年12月
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